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第 1 章では，本} 11 と支川で安全度の整合性のとれた改修を行うための評価手法の必要性を述べ，本研
究の位置づけを行っているO
第 2 章では，本研究の基礎理論となる 2 変数指数分布の基礎理論を述べているO




























(1) 本川に一本の支川が合流する場合，両河川のピーク流量の結合確率密度関数が 2 変数指数分布に従
うものとし，その分布について井沢の分布と Freund の分布を採り上げ定数推定法を示して， その分
布特性についても相互の関係を明らかにした。
(2) この分布関数を用いて本川ピーク流量に対する支川流量の寄与率の確率密度関数の理論解を導いた。
この理論解は両河川のピーク流量の相関係数が O か 1 という極限の場合のもので，現実はその中間に
あるから，この間に対し線形補間の近似式をも提示した。
この評価式を実流域に適用し，簡便な計算にもかかわらず、十分の精度で洪水危険度の変化を予測で、
きることを示した。
(3) 現行の雨水滞水池の貯水容量と汚濁負荷削減効果の関連予測においてはケース毎の複雑なシミュレー
ションが行われていることにかんがみ，見通しのよい理論によってこの問題を解くことを試み，まず
入力としての降雨波形の内，一雨総降雨.量と降雨継続時間を 2 変数とした複合ポアソン過程の理論か
ら，貯留容量と処理容量の関係の理論解を導いた。
(4) この理論解は，処理容量が貯留容量が他にくらべて十分大きい特別な場合のものであるので，その
中間については近似解を示した。
この近似解による予測はモンテカルロ・シミュレーションの結果と極めてよい適合性が認められた。
以上のように本論文は，本質的に確率統計・多変量解析が必須の水工学の分野に対し，さしあたり 2
変数確率モデルを適用しうる問題についてその厳密解のみならず簡便な実用近似式を呈示したことは水
工計画学に貢献するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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